
第7期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画における主な取組

認知症施策
の推進

【早期発見から適切な支援につなげる体制の確立】

・かかりつけ医や地域包括支援センター等の認知症に
関する初期相談を受ける機関がそれぞれの役割を果た
し、専門医につなげるための相談体制や「認知症初期
集中支援チーム」のあり方を検討する。

・初期の認知症患者に対し、地域包括支援セン
ターや認知症サポート医、専門医療機関等と連携
して医療を提供する「認知症登録医制度（仮）」の
創設について医師等と協議している。

・地域包括支援センターの早期発見機能を強化す
るため、認知症判定機能の強化（アセスメントツー
ルDASC-21の導入等）について協議している。

（資料４：p.1～p.4）

・引き続き、早期発見から医療・介護等
の適切な支援に繋げるための体制を
強化するため、「認知症登録医制度
（仮）」等の検討を進める。

高齢者が
活躍できる
環境づくり

【高齢者の就労促進と社会貢献活動の機会づくり】

・民間の就労支援機関、高齢者の就労支援と福祉サー
ビスを提供する社会福祉協議会、専門的な支援を行う
NPO等によるコンソーシアムが、高齢者等の就労支援を
ワンストップで行う。

・就労先となる地元の中小企業等に対して、高齢者等の
雇用促進についての働きかけを行い、企業意識の改
革・労働環境の改善を求めていく。

・高齢者の就労や社会参加を支援する中で、特に
就労部分は、現状では高齢者のニーズに対応で
きないため、事業を再編している。
・高齢者等の就労部分は、保健部門の健康ポイ
ント事業とともに、SIBの仕組みを活用予定してい
る。 （資料４：p.5～p.8）

・事業の再編に向けて詳細なスキーム
づくりを行う。

・来年度の本格実施に向けて、周知・
広報を行う。

支え合いの
地域社会
づくり

【地域包括支援センターの機能強化に向けた検討】

・高齢者への包括的な支援の中核機関である「地域包
括支援センター」の体制の充実・強化や、関係機関との
連携のあり方、地域の高齢者情報の効果的な把握・集
積方法等について検討し、必要な見直しの実施する。

・高齢化の急激な進行により、センターの業務負
担が増大し、人員不足が常態化していることなど
から、センターが「地域の高齢者のあらゆる困り
事」を受け付ける総合相談窓口としての機能を必
ずしも十分に発揮できていない現状がある。
・センター運営の課題と改善策について、H30年3
月、9月の「地域包括支援センター運営協議会」に
おいて協議し、平成30から5年間の専門職員の採
用・人員配置の方向性について整理した。

（資料４：p.9～p.11）

・H37年までの機能発揮をめざす「地域
包括ケアシステム」の中核を担うセン
ターの機能強化をH35を目途に段階的
に進める。
・①職員の人員確保、②離職防止策
（業務改善、処遇改善）、③職員の資
質向上に向けた取組を一体的に進め
るとともに、より一層の機能強化策に
ついて、引き続き検討する。
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第7期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画における主な取組

状態の改善
につながる介
護予防・生活
支援サービス
等の提供

【岡山型持続可能な社会経済モデル構築総合特区】
・H25年2月に特区指定を受け、高齢者が在宅でも自立
した生活を送ることが出来るよう、身体状態の改善を目
指す「デイサービス改善インセンティブ事業」や、在宅生
活を支援する「最先端介護機器貸与モデル事業」等を実
施
・総合特区は第1期がH25～H29、第2期がH30～H34とし
て事業実施している。

・引き続き、デイサービス改善インセンティブ事業
及び最先端介護機器貸与モデル事業を実施する。
・第2期の新規事業として、訪問介護インセンティ
ブ事業、介護事業所への介護機器（ロボット）レン
タル事業、介護保険制度に就労サービスの創設
を目指す取組等を実施するため、H30年度より検
討を始めており、H31年度より事業実施を目指す。

（資料４：p.12～p.16）

・H33年度介護報酬改定を見据え、イ
ンセンティブ事業の状態改善効果を分
析し、介護報酬で評価する必要性を国
に提言していく。

・最先端介護機器の効果を検証してい
く。

・就労サービスの創設を目指し、国と
一緒に検討を行っていく。

【AIケアプラン作成支援事業】
・ケアマネジャーが作成するサービス提供の基本となる
ケアプランについて、より状態改善を目指した内容とな
るよう、科学的・統計的根拠を有する作成支援ツールと
して、ＡＩ（人工知能）を活用し、ケアマネジメントの質の向
上につなげる。

・H30年～31年度で県ケアマネ協会の協力のもと、
居宅介護支援事業所（17事業所）や専門多職種と
効果検証を行うこととし、10月より実証実験を開始
している。 （資料４：p.17～p.19）

・H30年度から参加したケアマネジャー
や専門多職種等と効果検証を行う。

・ケアマネジャー、市民等への状態改
善の意識の浸透を図るため、市内の
居宅介護支援事業所への普及や、状
態改善を目的とする他の事業（地域ケ
ア個別会議やケアプラン点検等）との
連携を検討する。

【地域ケア個別会議の充実】

・高齢者の自立支援や状態改善に資するケアプランの
作成を行うために、専門多職種を交えて検討する「地域
ケア個別会議」を充実させ、ケアマネジャーのケアマネ
ジメント能力の向上を図る。

・H24年から実施している地域ケア個別会議につ
いて、より一層、自立支援・状態改善に資する会
議とするための見直しを実施した。H30年4月より
試行を行い、10月より本格実施している。
（主な変更・改善点）
・サービス利用開始後の検討→開始前での検討
・本人の状態像を把握し、より具体的な支援に
繋げるためのアセスメントシートの作成

（資料４：p.20～p.23）

・ H30年度全体を試行期間として実施
しており、今年度中に、専門多職種や
ケアマネ協会等の関係者と協議し、必
要な改善を行い、次年度の会議運営
につなげる。
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第7期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画における主な取組

状態の改善
につながる介
護予防・生活
支援サービス
等の提供

【介護予防事業の推進】
・高齢者が継続的にフレイル(虚弱）対策を含めた介護
予防の取組を実践できるよう、地域住民主体に身近な
通いの場（介護予防教室、あっ晴れ！桃太郎体操）の充
実を図るとともに、リハビリテーション専門職等と連携し
た取組の検討を行う。

・介護予防教室を定期的に開催し、「あっ晴れ！も
も太郎体操」の実施団体も増加しているが、参加
者への定期的なフレイル(虚弱）チェックが十分に
行えておらず、また、医療機関等との連携や個別
支援が十分ではない。

（資料４：p.24～p.26）

・高齢者が定期的に集まる介護予防教
室や「あっ晴れ！もも太郎体操」の会
場で、フレイルチェックや保健指導を一
体的に実施できるよう検討を進める。
・身近な医療機関や薬局などで、専門
職によるフレイルチェックや健康指導
の実施に向けた検討を行う。

【総合事業の推進】
○短期集中通所サービス
・４か月の限定サービスで、リハビリ専門職等が集中的
に関わり、通所による個別指導と訪問による生活課題
改善に向けた指導をセットで実施する。
・サービス終了後も継続して運動の習慣化や地域の通
いの場への参加に結びつくよう支援する。

○生活支援訪問サービス

・調理・掃除等の生活援助に限定したサービスを提供す
る。

○生活支援通所サービス

・事業所に通い、岡山市が示す運動プログラムを中心と
する２～４時間の短時間サービスを提供する。

・総合事業として、H29年度から短期集中通所
サービス、生活支援訪問サービス、生活支援通所
サービス等を導入している。
短期集中通所サービスの利用実績は、H29：24人、
H30（9月末時点）：39人となっている。利用実績が
目標値の4割と伸び悩んでいるため、H30.4月に以
下の見直しを行った。
①送迎エリア（主に東区・中区）の拡大
②サービス提供期間の延長
③プラン作成担当者の拡充

④交流会等での事業説明を実施

・生活支援訪問サービスの利用実績は、月平均
1,269人となっており、計画値（1,258人）を上回っ
ている。

・生活支援通所サービスの利用実績は、月平均
128人となっており、計画値（175人）を下回ってい
る。

・サービス提供側の実態や市民ニーズを把握する
ため、H30年4月に総合事業の指定を受けている
事業所に総合事業に関する事業所実態調査を実
施した。
・75歳以上高齢者を対象とした高齢者実態把握調
査において、短期集中、生活支援訪問、通所に関
する質問項目を設定し、調査を行い、結果を集計
している。 （資料４：p.27～p.32）

・事業の実施方法の見直しによる利用
実績の動向を踏まえ、引き続き利用拡
大に向けた対策を実施しながら効果の
検証を行っていく。

・事業効果の検証を行い、モデル事業
終了後の方向性について検討する。

・H30年度中に利用者アンケートを行い、
利用者に係る課題を分析し、市の課題
と対応策を検討する。

・市民ニーズやサービス事業者の意
識・実態等のさらなる把握・分析を進め、
総合事業（介護予防・生活支援サービ
ス、一般介護予防事業）のあり方につ
いての検討を行い、第8期の介護保険
事業計画への反映を図る。
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